
一
　
最
近
の
動
向
か
ら

言
語
環
境
・
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
激
変
す
る
中
、

国
語
科
教
育
は
大
き
な
変
革
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」「
文
化
審
議
会
答
申
」「
中
教
審
審
議

経
過
報
告
」「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
等

種
々
の
学
力
調
査
や
提
言
等
を
通
し
て
変
革
の
方
向

性
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
読
む
こ

と
」
の
教
育
。
所
謂

い
わ
ゆ
る

「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
」
が
話

題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
読
解
指
導
」
に
目
が

行
き
が
ち
だ
が
、
実
は
「
読
解
指
導
」
を
見
直
す
た

め
に
も
「
読
書
指
導
」
の
改
革
は
急
務
で
あ
る
。
新

「
学
習
指
導
要
領
」
で
も
「
読
書
指
導
」
は
改
革
の

柱
だ
。

そ
こ
で
最
近
の
動
向
か
ら
読
書
指
導
に
関
す
る

論
点
を
拾
い
出
し
て
お
こ
う
。

一
つ
は
、
学
校
図
書
館
協
議
会
・
毎
日
新
聞
社

に
よ
る
調
査
や
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
０
０
」
調
査
等
に

よ
り
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
読
書
離
れ
の
深
刻
さ

が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
従
来
の
よ
う
に
「
読
解
」
指

導
さ
え
し
て
い
れ
ば
「
読
書
」
力
も
身
に
つ
く
と
は

言
え
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
こ
と
。

二
つ
め
は
、
文
化
審
議
会
が
答
申
「
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
語
力
に
つ
い
て
」（
二
〇

〇
四
年
）
に
お
い
て
、
情
報
化
社
会
を
背
景
に
、

「
国
語
力
」
の
中
核
で
あ
る
「
考
え
る
力
、
感
じ
る

力
、
想
像
す
る
力
、
表
す
力
」
等
の
育
成
の
た
め
に

は
「
読
書
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
こ
と
。

三
つ
め
は
、「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
が
突
き
つ
け
た
課
題
。

「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
と
言
え
ば
「
読
解
力
」
と
考
え
が
ち

だ
が
、
こ
の
「
読
解
力
」
と
は
「reading

literacy

」

の
訳
だ
。
通
常
「reading

」
と
い
う
語
は
読
解
と

読
書
を
区
別
し
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」

が
突
き
つ
け
た
課
題
は
「
読
書
力
」
の
課
題
と
も
言

え
る
。
そ
こ
で
問
わ
れ
て
い
た
の
は
、
情
報
化
社
会

に
お
け
る
「
読
書
生
活
」
を
見
据
え
た
「
読
書
力
」

の
質．
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
た
と
き
、
読
書
指
導
は
、
ど
の

よ
う
に
見
直
さ
れ
る
べ
き
か
。
大
切
な
こ
と
は
、
現

実
の
「
読
書
生
活
」
の
姿
、
ま
た
あ
る
べ
き
姿
を
念

頭
に
、
読
書
行
為
と
指
導
方
法
を
丁
寧
に
分
析
し
、

効
果
的
な
読
書
活
動
を
組
織
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
以

下
に
そ
の
観
点
を
列
挙
し
て
み
る
。

二
　
読
書
行
為
の
分
析

（
１
）
読
書
の
目
的

読
書
の
目
的
は
、
従
来
、
娯
楽
読
書
と
情
報
読

書
、
生
活
読
み
と
学
習
読
み
等
と
二
分
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
だ
が
こ
れ
で
は
粗
す
ぎ
て
目

的
に
応
じ
た
読
書
指
導
は
難
し
い
。
読
書
の
目
的

は
一
つ
と
は
限
ら
ず
、
途
中
で
変
わ
る
こ
と
も
あ

り
う
る
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
目
的
の
分
類
を
試

み
た
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
読
書
（
元
気
に
な
っ
た
り
、
癒
さ

3 2

国
語
力
を
高
め
る
「
読
書
」の
あ
り
方

特集

「読書生活」をデザインする力を
育む読書指導
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横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会

教
育
課
程
部
会
国
語
専
門
部
会
委
員

元
文
部
省
教
科
書
調
査
官

①
作
者
・
筆
者
（
単
に
同
じ
作
者
・
筆
者
だ
か
ら

で
な
く
、
も
の
の
見
方
、
考
え
方
に
着
目
さ

せ
る
）

②
シ
リ
ー
ズ
物
（
単
に
同
じ
シ
リ
ー
ズ
だ
か
ら
で

な
く
、
人
物
像
な
ど
を
掘
り
下
げ
る
）

③
テ
ー
マ
、
題
材
・
素
材
、
設
定
・
事
柄
・
事
件
の
共

通
性

④
ジ
ャ
ン
ル
（
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
昔
話
、
成
長
物

語
、
伝
記
、
歴
史
小
説
、
科
学
的
読
み
物
等
）

⑤
人
物
の
性
格
・
心
理
・
考
え
方
・
行
動
等
の

類
型

⑥
物
語
の
構
造
、
筋
・
展
開
、
語
り
手
等
の
類
型

⑦
表
現
、
描
写
、
文
体
等
の
特
徴

（
３
）
読
書
活
動
の
種
類

ど
の
よ
う
な
読
書
の
力
を
つ
け
さ
せ
る
の
か
を

明
確
に
し
、
そ
れ
に
相
応
し
い
、
よ
り
効
果
的
な
読

書
活
動
を
組
織
し
た
い
。
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け

さ
せ
、
そ
れ
を
支
え
る
能
力
を
育
む
こ
と
で
、
活
動

は
価
値
あ
る
経
験
へ
と
昇
華
す
る
。
そ
れ
が
読
書
へ

の
興
味
や
関
心
、
意
欲
を
育
て
る
。

①
読
み
聞
か
せ
、
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
、
朝
読
書

②
読
書
記
録
、
読
書
計
画
（
読
み
た
い
本
も
記
入
）、

学
級
文
庫
作
り

③
読
書
感
想
文
、
読
書
感
想
画

④
読
書
紹
介
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
読
書
発
表
会
、
読

書
郵
便
、
読
書
新
聞
　
　
　
　
　

⑤
本
の
帯
作
り
、
ポ
ッ
プ
作
り
、
紙
芝
居
作
り
、
絵
本

作
り

⑥
説
明
書
等
に
従
っ
た
物
作
り
、
説
明
文
の
記
述
と

事
実
を
比
べ
な
が
ら
読
む

⑦
調
べ
学
習
か
ら
発
表
・
レ
ポ
ー
ト
・
意
見
文
作
成
へ

⑧
読
書
か
ら
創
作
へ
（
物
語
作
り
・
詩
歌
作
り
・
詩

歌
集
作
り
、
事
典
作
り
等
）

⑨
教
科
書
を
一
冊
の
本
と
し
て
読
む
（
大
村
は
ま
氏

の
実
践
等
）

四
「
読
書
生
活
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
へ

冒
頭
で
「
読
書
指
導
」
に
関
す
る
最
近
の
動
向

を
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
肝
心
な
こ
と
は
、
そ
れ
ら

動
向
の
底
に
潜
む
危
機
を
見
据
え
る
こ
と
だ
。
最
後

に
そ
の
点
を
確
認
し
、
稿
を
閉
じ
た
い
。

私
た
ち
は
、
溢
れ
か
え
る
情
報
の
中
で
偶
然
手

に
し
た
「
情
報
の
断
片
」（
文
化
審
答
申
）
に
動
か

さ
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
情
報
は
常
に
よ
り
大
き
な
知

識
構
造
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
「
断
片
」
は
過
ち
の
原
因
と
も
な
る
。

あ
る
い
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
人
々

は
う
ま
く
立
ち
回
っ
て
自
分
だ
け
得
を
す
る
「
情
報

の
断
片
」
を
求
め
た
が
る
。
だ
が
そ
れ
は
現
実
追
随

型
の
思
考
は
生
ん
で
も
、
あ
る
べ
き
社
会
を
構
想
す

る
よ
う
な
価
値
創
造
型
の
思
考
は
生
み
出
さ
な
い
。

そ
こ
で
種
々
の
本
や
情
報
を
、
様
々
な
読
み
方
を

通
し
て
、
比
較
し
、
批
判
し
、
関
係
づ
け
る
力
、
あ
る

い
は
一
冊
の
本
を
読
み
通
し
て
ね
ば
り
強
く
思
考
す

る
力
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の

読
書
指
導
は
、
旧
来
の
読
解
・
読
書
、
あ
る
い
は
娯
楽

読
書
・
情
報
読
書
等
の
二
分
法
か
ら
脱
し
、
情
報
化

社
会
の
現
実
に
即
し
た「
読
書
生
活
」を
デ
ザ
イ
ン
す

る
力
を
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
に
例
示
し
た
読
書
行
為
や
指
導
方
法
の
分
析

は
、
そ
う
し
た
読
書
指
導
を
実
現
す
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
作
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

①
黙
読
・
音
読
・
朗
読
・
群
読

②
熟
読
・
速
読
・
拾
い
読
み
・
斜
め
読
み
、
再
読
、
多

読
・
乱
読

③
比
べ
読
み
・
重
ね
読
み
・
広
げ
読
み

④
題
名
・
表
紙
・
筆
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
読
む
、
目

次
・
索
引
を
読
む
、
前
書
き
・
後
書
き
を

読
む

三
　
指
導
方
法
の
分
析

（
１
）
読
書
指
導
の
段
階
性
・
位
置
づ
け

読
書
指
導
は
、
部
分
的
・
単
発
的
な
取
り
組
み

で
は
成
果
が
あ
が
ら
な
い
。
単
元
内
、
年
間
、
学
年

を
超
え
た
発
達
上
の
段
階
性
・
位
置
づ
け
な
ど
を
明

確
に
し
た
指
導
が
望
ま
れ
る
。

①
読
書
行
為
の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て

・
読
む
前
に
何
を
指
導
・
支
援
す
る
か

・
読
ん
で
い
る
最
中
に
何
を
指
導
・
支
援
す
る
か

・
読
み
終
わ
っ
た
後
に
何
を
指
導
・
支
援
す
る
か

②
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
科
間
で
の
位
置
づ
け

③
発
達
上
の
段
階
性
（
読
書
興
味
の
発
達
、
読
書
技

能
の
発
達
）

（
２
）
読
書
を
広
げ
る
た
め
の
視
点

読
み
広
げ
た
り
、
読
み
比
べ
た
り
す
る
に
は
、

単
に
同
じ
作
者
・
同
じ
シ
リ
ー
ズ
だ
か
ら
、
と
い
う

の
で
は
な
く
、
よ
り
具
体
的
で
、
よ
り
多
様
な
視
点

を
設
け
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

れ
た
り
。
あ
ら
ゆ
る
読
み
物
が
対
象
）

②
ハ
ウ
ツ
ー
読
書
（
何
か
の
や
り
方
・
コ
ツ
を
知

る
。
入
門
書
や
レ
シ
ピ
等
が
好
例
）

③
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
読
書
（
必
要
な
情
報
を

集
め
て
活
用
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
対
象
）

④
レ
モ
ン
の
切
り
口
読
書（
切
る
角
度
に
よ
り
対
象

や
世
界
の
見
え
方
が
変
わ
る
。
随
想
や
小
説

等
）

⑤
パ
ラ
ダ
イ
ム
読
書
（
人
生
観
・
世
界
観
の
土
台

を
作
る
。
哲
学
・
思
想
や
名
作
の
類
が
好
例
）

＊
右
の
①
④
は
学
生
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
借
り
た
。

た
だ
し
そ
の
学
生
は
二
分
法
の
立
場
。

（
２
）
読
書
材
の
範
囲
・
種
類

読
解
と
読
書
で
は
な
く
、
よ
り
現
実
の
「
読
書

生
活
」
に
近
い
「reading

」
の
立
場
に
立
て
ば
、

多
く
の
読
書
材
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。

①
本
（
絵
本
、
物
語
・
小
説
、
伝
記
、
詩
歌
集
、

科
学
的
読
み
物
、
解
説
書
、
電
子
ブ
ッ
ク
等
）

②
新
聞
、
雑
誌
、
広
告
（
情
報
だ
け
で
な
く
、
写

真
・
図
表
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
仕
方
等
も
）

③
辞
書
、
事
典
、
白
書
、
統
計
、
年
表
、
参
考
図
書

④
表
紙
、
目
次
、
索
引
、
手
引
、
注
釈
・
解
説

⑤
掲
示
、
板
書
、
学
級
通
信
、
規
則
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
マ
ン
ガ
、
写
真
・
映

像
等

（
３
）
読
書
材
に
関
す
る
基
礎
知
識

読
書
材
の
範
囲
や
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
に

関
す
る
基
礎
知
識
の
活
用
も
欠
か
せ
な
い
。

①
本
の
構
成
、
本
の
種
類
（
目
次
・
索
引
・
奥
付
、

単
行
本
・
文
庫
本
、
事
典
、
参
考
図
書
等
）

②
新
聞
や
雑
誌
の
種
類
・
構
成
・
編
集
の
仕
方
、

関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
探
し
方
、
読
み
方

③
本
・
文
献
・
情
報
の
収
集
方
法
（
図
書
館
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
書
店
等
の
活
用
法
）

（
４
）
読
書
行
為
の
プ
ロ
セ
ス

次
の
よ
う
な
読
書
行
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
指
導
法
を
考
え
る
。

①
多
様
な
活
動
の
中
か
ら
、
読
書
を
選
択
す
る

（
な
ぜ
映
画
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
な
い

の
か
）

②
読
む
前
に
、
本
や
文
献
に
関
す
る
情
報
を
得
る

（
図
書
館
、
書
店
、
書
評
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
）

③
読
み
な
が
ら
考
え
た
り
、
想
像
し
た
り
、
批
評
し

た
り
、
交
流
し
た
り
す
る

④
読
ん
だ
あ
と
で
、
評
価
し
た
り
、
人
に
伝
え
た
り
、

読
み
広
げ
た
り
、
再
読
し
た
り
す
る

（
５
）
読
み
方
の
種
類

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
分
析
的
な
読
み
ば
か
り
で

な
く
、
現
実
の
「
読
書
生
活
」
に
生
き
る
目
的
に
応

じ
た
多
様
な
読
み
方
も
学
ば
せ
た
い
。
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